
東京電力株式会社
燃料デブリ取り出し準備

2015/11/26現在

25 1 8 15 22 29 6 13 下 上 中 下 前 後

【研究開発】建屋内遠隔除染技術の開発
高所除染装置の開発

上部階除染装置の開発

地下階除染概念検討

【検討】R/B １階南側高線量機器対策検討
線量低減全体シナリオ策定

【検討】R/B １階高所線量低減・中～低所ホットスポット対策検討

【検討】R/B １階　作業エリア遮へい設計・検討

［PCV下部止水技術の開発（S/C脚部補強、ベント管止水、S/C内充填（ダウンカマ）止水、ガイドパイプ設置、１号機真空破壊ライン止水）］試験計画策定等

［機器ハッチ止水技術の開発］溶接による止水技術概念検討および装置設計必要な条件の整理

［PCV貫通部止水技術の開発］遠隔操作による止水時の止水材の調査、絞り込み試験および止水試験計画策定

［PCV接続配管のバウンダリ構築技術開発］止水・閉止要素（止水材、配管内面移動治具、遠隔挿入治具等）検討および止水試験計画策定

［トーラス室壁面貫通部の止水技術開発］止水材の調査、絞り込み試験および止水試験計画策定

［D/Wシェルの補修技術開発］補修装置の概念検討

PCV冠水後の異常時のバウンダリを考慮したPCV冠水システム概念図、PCV止水手順の検討

【研究開発】PCV内部調査技術の開発
PCVペデスタル内側プラットホーム上調査装置の開発

PCVペデスタル内（CRD下部、プラットホーム上、ペデスタル地下階）調査技術の開発

PCVペデスタル外（ペデスタル地下階、作業員アクセス口）調査技術の開発

【研究開発】RPV内部調査技術の開発

穴あけ技術・調査技術の開発

サンプリング技術の開発

11/26,27北東機器ハッチ調
査：調査前に降雨があった場合
は実施日を延期する予定。

PCV内部調査に向けたX-6ペネ
穿孔作業及び内部調査の実施時
期は、線量低減結果を踏まえ確
定する。
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（実　績）なし
（予　定）なし

（実　績）なし
（予　定）格納容器機器ハッチ調査
　　　　　トーラス室（地下階）３Dレーザースキャン計測
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燃料デブリの
取出し

（実　績）
　○【研究開発】格納容器内部調査技術の開発（継続）
　○【研究開発】圧力容器内部調査技術の開発（継続）

（予　定）
　○【研究開発】格納容器内部調査技術の開発（継続）
　○【研究開発】圧力容器内部調査技術の開発（継続）
　

（実　績）なし
（予　定）なし

1
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（実　績）なし
（予　定）なし
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建屋内の除染

格納容器
(建屋間止水含む)

漏えい箇所の
調査・補修

（実　績）ＴＩＰ調査
（予　定）主蒸気弁室調査、エアロック室調査

３
号

（実　績）
　○【研究開発】格納容器補修・止水技術の開発（継続）
　○【研究開発】格納容器水張りまでの計画の策定（継続）
（予　定）
　○【研究開発】格納容器補修・止水技術の開発（継続）
　○【研究開発】格納容器水張りまでの計画の策定（継続）

（実　績）
　○【検討】R/B１階高所線量低減・中～低所ﾎｯﾄｽﾎﾟｯﾄ対策検討（継
続）
　○ R/B1階X-6ペネ周辺線量低減（継続）
　
（予　定）
　○【検討】R/B１階高所線量低減・中～低所ﾎｯﾄｽﾎﾟｯﾄ対策検討（継
続）
　○ R/B1階X-6ペネ周辺線量低減（継続）

○ R/B1階ダクト調査

3
号

（実　績）X-6ペネ周辺線量低減
（予　定）X-6ペネ周辺線量低減

共
通

２
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（実　績）
　○ R/B1階作業エリア遮へい設計・検討（継続）

（予　定）
　○ R/B1階作業エリア遮へい設計・検討（継続）
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検
討
・
設
計

現
場
作
業

完了時期
・高所除染装置：2015年12月
・上部階除染装置：2016年3月
・地下階除染概念検討：2015年12月

完了時期
・南側高線量機器対策
　DHC配管・AC配管線量低減：2016年
3月
・小部屋調査：2015年12月

検
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燃料デブリ取り出し準備　スケジュール

11月10月 1月
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場
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業

これまで1ヶ月の動きと今後１ヶ月の予定

共
通

（実　績）
　○【研究開発】建屋内遠隔除染装置の開発（継続）
（予　定）
   ○【研究開発】建屋内遠隔除染装置の開発（継続）
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１
号

２
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（実　績）
　○【検討】R/B1階南側高線量機器対策検討（継続）
（予　定）
　○【検討】R/B1階南側高線量機器対策検討（継続）
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討
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設
計

〈低所除染まで（現状）で作業可能〉
①PCV内部調査(X-6)【北西】：
　2015年下半期調査開始(調整中)

検
討
・
設
計

現
場
作
業

備　考2月

DHC配管・AC配管線量低減検討

［S/C脚部の補強技術開発］トーラス室底部への補強材充填工場

［S/C内充填（ダウンカマ）止水技術開発］止水要素試験（ダウンカマ）

補強材充填立方モデル工場試験

［S/C内充填（ダウンカマ）止水技術開発］止水要素試験（クエンチャ・ストレーナ）

補修装置設計

試験体製作
止水試験

試験体製作
止水試験

止水材充填試

小型調査装置による北東機器ハッチ調査

主蒸気弁室調査主蒸気弁室調査準備 エアロック室調査

R/B1階 X-6ペネ周辺線量低減

X-6ペネ遮へい・フランジ下部滴下対策

工程調整中

R/B1階 X-6ペネ周辺線量低減

内部調査(準備作業含む)

最新工程反映
実施工程が確定したことから、「工程調整中」マー
クを削除。実施日(11/26,27)に変更はない。

トーラス室レーザースキャン計測

追加

X-6ペネ穿孔作業(準備作業含む)



東京電力株式会社
燃料デブリ取り出し準備

2015/11/26現在

25 1 8 15 22 29 6 13 下 上 中 下 前 後

分
野
名

括
り 作業内容 12月

燃料デブリ取り出し準備　スケジュール

11月10月 1月これまで1ヶ月の動きと今後１ヶ月の予定 備　考2月

【研究開発】PCV/RPVの耐震健全性を踏まえた冠水工法の成立性評価

裕度の低い機器の詳細評価

【研究開発】ＰＣＶ補修や水位上昇を踏まえた機器の耐震強度の簡易評価

簡易評価手法の提示・妥当性検証
各プラント想定状態に対する簡易評価

【研究開発】腐食抑制策の開発 
腐食抑制剤候補の抽出

副次影響の評価

【研究開発】長期の腐食減肉量の予測の高度化
長期腐食試験(10,000時間強)

腐食減肉評価モデル式の構築

【研究開発】ペデスタルの健全性評価（小型試験体による要素試験）

【研究開発】ペデスタルの健全性評価（大型試験体による検証試験）

取得した材料特性を用いたペデスタルの暫定評価(侵食量は仮定)

腐食抑制対策（窒素バブリングによる原子炉冷却水中の溶存酸素低減）

[炉心状況把握解析]
【研究開発】事故時プラント挙動の分析

事故関連factデータベース構築

【研究開発】シビアアクシデント解析コード高度化

[燃料デブリ検知技術の開発]
1号機ミュオン測定結果の評価

ミュオン測定装置の小型化検討

デブリ検知技術の開発　実証試験予定

２号機：2015年度（調整中）

【研究開発】燃料デブリ性状把握
・機械物性評価（金属デブリ、福島特有事象）
・MCCI生成物特性評価、金属セラミックス溶融固化体製作/物性取得 物性特性試験

金属セラミックス溶融固化体製作試験

材料特性評価

・燃料デブリ測定/分析技術開発、輸送容器等検討

材料腐食試験等

輸送容器検討

・収納/保管に係る基礎特性評価等 試験計画の策定／資材調達／試験準備

含水・乾燥試験等

【研究開発】燃料デブリ臨界管理技術の開発
臨界評価

・　臨界評価（最新知見の反映、複数工法を考慮した臨界シナリオの見直し）
・　臨界時挙動評価（PCV上部水張り時に必要な機能整備、PCV水張り時挙動評価の精緻化、燃料デブリ取出し時に必要な機能検討）
・　臨界管理手法の策定（臨界管理の考え方整理、燃料デブリ取出し時臨界管理手法の策定、臨界誘因事象の整理・対策検討）

炉内の再臨界検知技術の開発
・　再臨界検知システム（複数工法への適用検討、未臨界度推定アルゴリズムの実証試験方法検討）
・　臨界近接検知システム（臨界近接検知手法の選定、システム仕様策定、適用性確認試験方法計画・準備、デブリ取出し作業への適用性検討）

臨界防止技術の開発
・　非溶解性中性子吸収材（候補材の耐放射線試験、核的特性確認試験準備、投入時均一性担保のための適用工法検討、必要投入量評価）
・　溶解性中性子吸収材（水張り前のホウ酸水置換方法検討、ホウ酸水適用時の水質管理方法の検討）

燃料デブリ収納缶の要求事項,安全評価に関わる検討

基本仕様検討

凡　例

：

： 状況変化により、再度検討・再設計等が発生する場合

：

： 天候状況及び他工事調整により、工期が左右され完了日が暫定な場合

：

：

：

Ｒ
Ｐ
Ｖ
／
Ｐ
Ｃ
Ｖ
健
全
性
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持

現
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圧力容器
/格納容器の
健全性維持

工程調整中のもの

2014年9月以降も作業や検討が継続する場合は、端を矢印で記載

機器の運転継続のみで、現場作業（工事）がない場合

現場作業予定

検討業務・設計業務・準備作業

検
討
・
設
計

（実　績）
　○【研究開発】圧力容器／格納容器腐食に対する健全性の評価技術の開発
      （継続）
　○腐食抑制対策
　・窒素バブリングによる原子炉冷却水中の溶存酸素低減実施（継続）

（予　定）
　○【研究開発】圧力容器／格納容器腐食に対する健全性の評価技術の開発
      （継続）
　○腐食抑制対策
　　・窒素バブリングによる原子炉冷却水中の溶存酸素低減実施（継続）
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（実　績）
　○【研究開発】燃料デブリ収納・移送・保管技術の開発
　　　　燃料デブリ収納缶の要求事項の洗い出し・抽出（継続）

（予　定）
　○【研究開発】燃料デブリ収納・移送・保管技術の開発
　　　燃料デブリ収納缶の要求事項、安全評価に関わる検討（継続）
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理
・
処
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燃料デブリ
収納・移送・保管

技術の開発

（実　績）
   [炉心状況把握解析］
　○【研究開発】事故時プラント挙動の分析（継続）
　○【研究開発】シビアアクシデント解析コード高度化（継続）
　○【研究開発】ミュオン透過法による測定と評価の準備作業（継続）
　○【現場作業】１号機ミュオン測定（継続）

（予　定）
　[炉心状況把握解析]
　○【研究開発】事故時プラント挙動の分析（継続）
　○【研究開発】シビアアクシデント解析コード高度化（継続）
　○【研究開発】ミュオン透過法による測定と評価の準備作業（継続）
　○【現場作業】１号機ミュオン測定（継続）

炉心状況
把握

燃料デブリ
性状把握

H27年度末までに燃料デブリ収
納缶の基本仕様決定

検
討
・
設
計

 （実　績）
　○【研究開発】燃料デブリ性状把握
    ・金属デブリ物性評価、福島特有事象の影響評価（継続）
    ・TMI-2デブリ物性評価、分析手法確認（継続）
    ・MCCI生成物特性評価、金属セラッミクス溶融体製作/物性取得（継
続）
    ・燃料デブリ分析測定技術開発（継続）
    ・燃料デブリ輸送容器（B型）等検討（継続）
    ・収納/保管に係る基礎特性評価等（継続）
　
（予　定）
　○【研究開発】燃料デブリ性状把握
    ・金属デブリ物性評価、福島特有事象の影響評価（継続）
    ・TMI-2デブリ物性評価、分析手法確認（継続）
    ・MCCI生成物特性評価、金属セラッミクス溶融体製作/物性取得（継
続）
    ・燃料デブリ分析測定技術開発（継続）
    ・燃料デブリ輸送容器（B型）等検討（継続）
    ・収納/保管に係る基礎特性評価等（継続）

燃料デブリ
臨界管理

技術の開発

現
場
作
業

現
場
作
業

（実　績）
　○【研究開発】燃料デブリ臨界管理技術の開発
　　　・　臨界評価 （継続）
　　　・　炉内の再臨界検知技術の開発 （継続）
　　　・　臨界防止技術の開発 （継続）
（予　定）
　○【研究開発】燃料デブリ臨界管理技術の開発
　　　・　臨界評価 （継続）
　　　・　炉内の再臨界検知技術の開発 （継続）
　　　・　臨界防止技術の開発 （継続）

現
場
作
業

検
討
・
設
計



小型調査装置（ロボット）を用いた
３号機 ＰＣＶ*機器ハッチ調査の実施について

2015年11月26日

東京電力株式会社

* 原子炉格納容器

0



１．調査の概要

背景

３号機ＰＣＶ機器ハッチ（原子炉建屋１ＦＬ北東側）

 H23年にシールドプラグの移動用レールの溝やその付近に高線量の水溜りを確認

→当該機器ハッチシール部からの漏えいの可能性がある。

本年９月９日にシールドプラグ開口部から小型カメラ調査装置を挿入して機器ハ
ッチの調査を行った。→機器ハッチの変形や漏えいは確認されなかった。

今回の調査目的

小型調査装置を用いて機器ハッチにより接近してシール部等の状況を確認する。

1

機器ハッチからの漏えいの可能性

PCV内

機器ハッチ

トンネル内架台

PCV
下部へ

（天井から見た図）
レール

シールドプラグ

ﾄﾝﾈﾙ内架台

機器ハッチ



２．調査装置の概要

2

シールドプラグ

建屋壁

 シールドプラグの隙間に俯瞰カメラ装置を挿入し，小型調査装置をシールドプラグ隙間開口部
に配置し，本部にて小型調査装置を操縦して調査を実施する。

①小型調査装置：遠隔無線操縦の自走式ロボット。スマートフォンを搭載し，映像（画像）を取得
する。取得した情報は通信装置を介し，本部の⑥ＰＣに表示・保存される。

②俯瞰カメラＡ：シールドプラグの隙間を小型調査装置が通過する時に監視をする。

③俯瞰カメラＢ：シールドプラグの内側に入った小型調査装置の走行状態を監視する。

④通信アンテナ：小型調査装置の無線操縦するためのアンテナ

⑤ＬＥＤ照明 ：シールドブロック内側や隙間を小型調査装置が走行する際の視野確保用の照明

⑥装置制御ＰＣ：小型調査装置を無線操縦して調査を行うためのＰＣ。機器ハッチから離れた原子
炉建屋外の低線量エリア（タービン建屋2階空調機械室）に設置する。

②

③

④

④

⑥

⑤

⑤

①

①小型調査装置



３．調査実施概要（調査ルート図）
シールドプラグの隙間から小型調査装置を遠隔操作にて自走させ，PCV機器ハッ

チに接近し，機器ハッチシール部近傍等の状況を確認する。
シールドプラグの隙間からホットスポット線量計を挿入し，数箇所について床面

近傍の線量を測定する。

3

※俯瞰カメラ視野外を通過
する調査ポイントＥとＦに
ついては，調査装置のカメ
ラのみで操作して接近し，
調査を行う。



調査装置投入箇所

３．調査実施概要（調査イメージ）

シールドプラグ隙間
（幅約13cm）

4

機器ハッチシール部近傍

機器ハッチ⇔架台間隙間PCV外壁面

トンネル部外壁面

機器ハッチ調査イメージ

ホワイトボード
裏面

シールドプラグ



４．スケジュール

２０１５年度

９月 １０月 １１月

３号機 ＰＣＶ機器ハッチ調査

5

装置での調査

小型カメラ調査

９/9

装置改良・検討

５ｕ モックアップ

シールドプラグ内に降雨の影響がある場合，小型調査装置を用いた調査は延期す
る可能性がある。

計画線量：調査は当社社員8名で実施予定。計画線量：2.2mSv/人で計画。

11/26～27



【参考】調査装置（小型調査装置）

6

LED照明

カメラレンズ部

①小型調査装置
（スマートフォン展開時）

装置筐体

スマートフォン格納時スマートフォン

小型調査装置

180°展開可能

①

シールドプラグ

建屋壁

床面確認時

 装置筐体は３Ｄプリンターを用いて製作
 小型調査装置はスマートフォンを用いて，カメラの

映像を取得し，無線通信で外部のＰＣに転送するこ
とが可能

 スマートフォンは前後180°に展開でき，天井・床
を確認する

 クローラ部は50mmの段差を乗り越え可能

【H27.9.9 小型カメラ調査からの改善点】
約50mmの段差を乗り越えるため，装置先端にバーを設置。
また，後部のバーの長さを延長した。
段差の踏破性向上のため、クローラー駆動用の車輪位置の改

善とクローラーの爪を大きく（深く）変更した。
不測の事態に備え、後部バーに回収用ワイヤーを取付した。



【参考】調査装置（俯瞰カメラ他）
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俯瞰カメラ及び架台

⑤LED照明

④通信アンテナ

③俯瞰カメラＢ

②俯瞰カメラＡ
⑤LED照明

俯瞰カメラ架台

②

③

④

④

⑤

⑤

シールドプラグ

建屋壁

 俯瞰カメラ架台には俯瞰カメラ２台と無
線通信アンテナ，ＬＥＤ照明等が設置さ
れ，小型調査装置をＲ／Ｂ外で監視し，
操作することが可能である。



2号機X-6ペネ周辺
除染実施状況について（経過報告）

2015年11月26日

東京電力株式会社



１．Ｘ－６ペネ周辺 除染手順・手法

1

作業手順 手法

１．床面溶出物除去 ①溶出物掻き取り（実施済み）

②溶出物吸引回収（実施済み）

２．床・壁・天井・Ｘ－６ペネ表面除染
※床からの線量寄与が大きいため、天井・床の

除染効果確認は床の線量低減後に行う。

③スチーム洗浄（洗浄水にクエン酸含む）（床面実施済み）

④化学除染（泡）（床面実施中）

３．床面除染 ⑤表面研削

①床面溶出物の掻き取り
Warrior＋スコップ

③スチーム洗浄(ｲﾒｰｼﾞ)
Warrior＋業務用ｽﾁｰﾑｸﾘｰﾅｰ

⑤表面研削
Warrior＋床面研磨機

研削箇所

②溶出物吸引回収
Warrior+業務用掃除機

スコップ

Warrior

Warrior
掃除機 Packbot

（監視用)
溶融物
回収ﾊﾞｹﾂ

業務用
ｽﾁｰﾑｸﾘｰﾅｰ

ｽﾁｰﾑﾉｽﾞﾙ



２．Ｘ-6ペネ周辺 床面線量の推移（ブロック撤去～スチーム洗浄まで）

測定
ﾎﾟｲﾝﾄ

ﾌﾞﾛｯｸ
撤去後

溶出物
除去後

ｽﾁｰﾑ洗浄
（1回目）

ｽﾁｰﾑ洗浄
（２回目）

左

A -※1 -※1 -※1 -※1

B 0.80 0.24 0.29 0.38

C -※2 0.50 0.63 0.66

D 7.2 1.1 1.4 2.6

E 8.0 5.1 -※3 5.8

中

A -※1 -※1 -※1 -※1

B 1.0 0.43 0.68 2.8

C -※2 4.6 4.4 4.1

D >10 6.7 6.3 >10

E 9.4 6.7 -※3 7.8

右

A -※1 -※1 -※1 -※1

B 1.2 2.3 0.91 1.7

C -※2 4.6 5.0 3.3

D >10 >10 >10 >10

E 8.0 8.4 -※3 9.5

2

【コリメータ付γ線量計測定結果】 [Sv/h-γ]

左 中 右

● ：測定ポイント

 溶出物除去により、左～中は線量低減傾向
 スチーム洗浄後は、線量が増加している場所と減少している箇所が見られる

※１：ペネフランジと測定器が干渉するため測定せず
※２：ブロック撤去作業前後は未測定。除染効果確認

のため追加した測定ポイント
※３：スチーム洗浄水が溝に溜まったため測定せず



３．床面溶出物除去 作業結果

3

①溶出物かき取り前 ②溶出物かき取り・吸引後 ③かき取り後溶出物（乾いた泥状）

 X-6ペネからの溶出物は、スコップと掃除機により除去完了。汚れてはいるものの床面露出。
 ペネ左側から中央部では線量低下はみられるが、ペネ右側や、溝部については線量低下はしていない

状況。
 なお、X-6ペネフランジ下部の床面に滲みがあることを確認。また、フランジ下部付近の吸引作業時、

掃除機の柄にフランジ溶出物が付着。付着物は粘性のある泥のような状態。

床面のにじみ

④掃除機の柄の付着物 ⑤フランジ下部からの水滴の滴下状況

溝部 溝部

左 中央 右

拡大

付着物



４．「除染」 スチーム洗浄（床面） 作業結果
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 床面の汚れの除去完了。しかしながら、線量低下はみられず。
 床面には、複数の窪み、亀裂、溝部の鉄枠にさびが見られる。
 窪み／亀裂部位ではコンクリートへの汚染の浸透、茶褐色部位では鉄錆との固着性汚染があると推

定される。

(作業前) スチーム洗浄２回目後スチーム洗浄1回目

床窪み

床着色

鉄枠着色

（(線量高)

(線量低)

(溝部のｽﾁｰﾑ洗浄水回収作業)

溝

床亀裂

ｽﾁｰﾑ洗浄水が溜まったため、洗浄後
吸水ｼｰﾄにより回収



2015年 2016年

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

除
染

準備工事

溶出物除去(掻き取り
/吸引)

床・壁・天井・
X-6ペネ表面除染

(スチーム/化学除染)

床面除染(表面研削)

内
部
調
査

遮へい・フランジ下部
滴下対策等

Ｘ－６穿孔

内部調査

５．Ｘ－６ぺネ小部屋内の除染工程と今後の計画

【Ｘ－６ペネ小部屋内除染工程及び今後の原子炉格納容器内部調査工程】

5

 床面スチーム除染では、線量低減ができていない。床面・溝部については、固着性の強い汚染が残
留、エポキシが剥がれコンクリートがむき出しの箇所・その近傍は汚染の浸透があるものと推定。

 床面については、これ以上スチーム除染をしても効果が薄いと判断し、化学除染（泡除染）を実施中。
また、化学除染で線量低減がない場合には、床面の表面研削についても実施する。

 フランジ下部については、滴下水対策（止水等）の検討を実施中。

調整中（除染の結果により変更の可能性有）



参考１．フランジ下部からの滴下水の確認結果

11/4の作業終了後、フランジ
下部、にじみのある場所にウ
ェスを入れた受け皿を設置。

11/6作業開始前に受け皿内を目
視確認。表面線量測定実施。
11/6,7も作業終了後ウェスと受け
皿を設置。

 受け皿に水が溜まる状況は見られないものの、ウェスの濡れ具合は増加(目視確認結果)
 設置２日目のウェス表面線量は、γ線:10mSv/h, β+γ:7Sv/h, α線:検出限界未満

【滴下物の推察】
原子炉格納容器内の蒸気がＸ－６ペネフランジ表面で冷やされて凝縮。ペネ内の凝縮水

が滴下しているものと推察。

11/8作業開始前に受け皿内
を再度目視確認

ＰＣＶ内温度：30.5℃（10/28福島第一原子力発電所プラントパラメータより）
Ｘ－６ペネ前（原子炉建屋内）気温：10℃程度

6



参考２．ダスト調査結果

7

建屋入口近くと、X-6ペネフラ
ンジ下部でダスト測定を実施

 建屋入口とX-6ペネフランジ下のダスト濃度は、人手作業に問題がないレベル※であること
を確認。

 ダストサンプリングに用いたろ紙上の線量率は、γ線、β+γ、α線すべて検出下限未満

ポイント 採取時間 Cpm(Net) Bq/cm3

▲1 5:05～5:22 500 9.9E-05

▲2 5:55～6:12 600 1.2E-04

ポイント γ[mSv/h] β+γ[mSv/h]

▲1 <0.001 <1.0

▲2 <0.001 <1.0

ポイント α（cpm）

▲1 0

▲2 0

※：全面マスクでの作業可能ダスト濃度 １.0E-2Bq/cm3未満

空気中放射能濃度

ダスト採取後 ろ紙γ,γ+β表面線量当量率

ダスト採取後 ろ紙α計数率

BG γ:<0.001mSv/h β+γ:<1.0mSv/h

BG 400cpm

BG α:0cpm

▲1 ▲2

X-6ペネ



参考３．化学除染の作業概要

8

【作業手順】

[1] 薬剤を散布した後、所定時間放置する [2] 掃除機にて吸引回収する

Warrior Warrior

散布ﾉｽﾞﾙwarrior
噴霧器本体

・薬剤用低圧ｴｱｰ噴霧器 ・掃除機

【使用機材】


